
 

寒川町障害がい者福祉計画(案) 

パブリックコメント実施結果(案) 

 

１ 募集期間     令和２年１２月１４日（月）～令和３年１月１２日（火） 

           （３０日間） 

 

２ 資料配布場所   寒川町役場本庁舎２階情報公開コーナー、寒川町役場本庁舎１

階福祉課窓口、寒川町民センター、同センター分室、北部文化

福祉会館、南部文化福祉会館、シンコースポーツ寒川アリーナ

（寒川総合体育館）、寒川総合図書館、寒川町健康管理センタ

ー、寒川町ふれあいセンター、寒川町福祉活動センター、寒川

町ホームページ（閲覧） 

 

３ 意見の提出状況等 意見提出者数  ６名 

           ※意見の応募対象者であるか不明である方 ０名 

           意見総数    ９件 

 

４ 内訳別意見件数 

     

意見の内容 意見数 ページ 

第４章（移動・公共機関等のバリアフリー化について） １ ４４ 

第４章（災害時の障がい者支援体制の整備について） ２ ４４ 

第４章（障がいのある子どもの保育・療育・教育体制の 

充実について） 
１ ４７ 

その他の意見 ５ － 

合計 ９  

 

※ 各意見の内容は別紙「意見の要旨と町の考え方」をご覧ください。 

 

５ この「パブリックコメント実施結果」については、資料配布場所と同様の場所や 

町ホームページで閲覧することができます。 

本パブリックコメントにご協力いただきまして、ありがとうございました。 

 

お問い合わせ先：寒川町 福祉部 福祉課 障がい福祉担当 

電話 0467(74)1111 内線 143  FAX 0467(74)5613 

E-mail  fukushi@town.samukawa.kanagawa.jp 

資料３－１ 



　　【別紙】意見の要旨と町の考え方

意見者番号 意見番号
案中の該当

箇所
意見の要旨 町の考え方 計画への反映

1 P44

②「みんなのトイレ」の整備とともに、こ
のトイレの機能を必要な人が必要な時に使
えるよう 、みんなのトイレのマナー啓発
の推進も加えて欲しい。

ご意見の趣旨としては、みんなのトイレを真に必要とする人
が必要な時に利用できるようにして欲しいということだと思
います。障がいのある人の生活のしづらさを解消するための
理解を求める内容に該当すると思いますが、本計画の中では
P44②「移動・公共機関等のバリアフリー化の推進」という
よりも、P35②「障がい特性及び障がいのある人に対する理
解の促進」に大きく関わる内容になると考えます。
P35②の中で、障がいのある人の生活のしづらさや障がい特
性についての理解を深めるため、広報紙の活用やリーフレッ
トの配布等を継続するとともに、町地域自立支援協議会と連
携し、障がいに対する理解促進に向けた手法を検討し、実施
しますと記載しております。みんなのトイレについては必要
な時に利用できないという、生活のしづらさに含まれる内容
になると考え、本計画への追記・修正は行わないものとさせ
ていただきます。しかし、みんなのトイレを含めた生活のし
づらさに対する取り組みについては必要となるため、今後も
町地域自立支援協議会と連携し、進めさせていただきます。

無

2 P44

町内に「福祉避難所」を設置する検討をし
て欲しい。

福祉避難所につきましては、庁内関係部署と協議を進めてま
いります。

無

3 P44

要支援者名簿が有効に活用できるように、
定期的な更新・情報共有と共に記載内容で
不明な点の確認をして欲しい。

避難行動要支援者名簿については、町で作成のうえ自治会や
民生委員等にお渡ししております。年に１度、新規登録者や
転出等の対象外になった方を反映した名簿を共有するととも
に制度の説明についても、その都度行っています。また、記
載内容等の細かい点の確認や名簿の活用方法については自主
防災組織に一任しています。

無

4 P47

具体的な施策の①障がいのある子どもの保
育・療育・教育体制の充実の部分に「本人
の意思を尊重して」という表現を入れて欲
しい。

ご意見のとおり、支援をするうえで本人の意思を尊重するこ
とは必要と考えております。日常生活や社会生活等に関して
自分自身の意思が反映された生活を送ることが可能となるよ
う、支援者が行う支援を意思決定支援と言いますが、P47に
記載のある①障がいのある子どもの保育・療育・教育体制の
充実の部分に限らず、多くの場面で意思決定支援が必要とな
ります。本計画の基本目標１の中において、意思決定支援に
ついての必要性を記載させて頂いておりますが、限定した分
野に対しての記載を避けるため、追記・修正等は行わないも
のとさせていただきます。

無

1

1



　　【別紙】意見の要旨と町の考え方

意見者番号 意見番号
案中の該当

箇所
意見の要旨 町の考え方 計画への反映

2 5 その他

障がい者と高齢者の施設は別々に運営され
ているが、一つの施設として体制を整える
検討をして欲しい。

寒川町に必要となる施設等を含めた社会資源については、必
要に応じて協議・検討をさせていただきます。 無

3 6 その他

障害者の方やその家族がSOSを出したい時
の連絡先をすぐ見れる場所に貼って置ける
ようなプリント（各自治会協力のもと）を
作成するのはどうでしょうか。

障がい特性によって必要とするものが異なるため、統一した
様式を用意することは難しいと考えますが、いただいた意見
は、寒川町地域自立支援協議会等での取り組みの参考とさせ
ていただきます。

無

4 7 その他

健常者、障がい者共に住みやすい街づくり
をお願いします。
この取り組みを町民の方にどのようにPRす
るのかも大事だと思います。

「障がいのある人もない人も、地域の中で安心して暮らせる
社会を目指して」という基本理念に基づき福祉施策を推進し
てまいります。計画につきましては、町ホームページでの公
開や出前講座を活用する等、周知に努めさせていただきま
す。

無

5 8 その他

障がい者本人や家族だけの問題ではなく、
地域住民等の周りを巻き込んだ問題として
欲しいです。

ご意見のとおり、地域全体の課題として取り組みを進めてい
くためにも、寒川町地域自立支援協議会等と連携し、施策を
展開させていただきます。

無

6 9 その他

どちらか一方ではなく障がい者と障がいの
ない人の双方が歩み寄り、お互いに尊重し
あっていけるような計画を実行して欲しい
です。

ご意見のとおり、お互いに尊重しあっていけるよう相互理解
の促進に努め、計画を進めさせていただきます。

無

2



〈提出された意見全文〉 

 

※個人情報等に関する部分を削除し、意見を極力原文のまま掲載しております。 

 

意見者番号 意見の内容 

１ 

P. ４４ ②「みんなのトイレ」の整備とともに、このトイレの機能を必要な

人が必要な時に使えるよう 、みんなのトイレのマナー啓発の推進も加えて

下さい。 

P. ４４ ③避難生活が長引くと「福祉スペース」に居続ける事が難しくなり

ます。障がいの特性から、障がいのない方たちとのトラブルも考えられま

す。町内に「福祉避難所」の設置を検討して下さい。障がいのある人が集ま

る福祉避難所で、福祉団体の仲間と合流することで安心したり、当事者同士

が悩みを共感しあうことで、心のケアになると思います。 

P. ４４ ③要支援者名簿が有効に活用できるように、定期的な更新・情報共

有と共に記載 内容で不明な点の確認をして下さい 。 

P. ４７ ①障がいのある子どもの声なき声も聞いて、本人の立場に立った

療育・保育・教育が必要だと思います。本人の訴えを聞き入れ、寄り添う支

援で、自己肯定感を持って成長できると思います。「本人の意思を尊重して」

というような表現を入れて下さい。 

２ 

わたしは、福祉業務に携わって働いています。その中で想うことが日々あり

ます。 

一つは施設の形態です。障害者と高齢者の施設は当然別々の施設で運営さ

れていますが、試みの一つとして、障害者と高齢者を一つの施設で体制を整

えていくという事を提案したいと思います。メリットとしては、２つの現在

の障害者施設と高齢者施設をそのまま利用でき、人員配置の問題もある程 

度合体させた施設で可能ではないか、と考えます。障害を持たれた方は自立

度が高い方ほど、ご自身でできる事を探していらっしゃるため、高齢の方の

困っている事を助けてくれるはずです。そして高齢の方達もそのような関

わりの中で、出来ることを増やしていただけるのではないかと思います。相

互作用で能力の向上や、意思決定が図れるのではないかと考えます。 

一方、デメリットとしては障害者の方でも自閉症などの方は環境変化に馴

染めず難しい場合もあり、高齢者の方でも障害者の方に理解を示されない

方もいらっしゃるとは思います。なので施設を一緒にする為には、この施策

に肯定的な利用者で、試行錯誤する必要はあるかと思いますが、いずれにし

ても今後の高齢化によるサービスの増加対応や、障害者の利用増加の施設

利用の困窮に新しい取り組みを計画案として提案します。 



３ 

全体的にとても良いと思いますが、もう少し踏み込んで障害者の方やその

家族がSOSを出したい時の連絡先をすぐ見れる場所に貼って置けるような

プリント（各自治会協力のもと）を作成するのはどうでしょうか。 

 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

近くで連絡とれるように協力依頼しておく。 

 

４ 

障がい者の現状や施策の考え等は良くわかりました。今後、速やかに実行で

きる様に願っています。健常者、障がい者共に住みやすい町づくりをお願い

します。 

この取組を町民の方々にどのように PR するのかも大事だと思います。 

５ 
障がい者本人や家族だけの問題ではなく地域住民等の周りを巻き込んだ問

題として欲しいです。 

６ 

障がい者関係者の意見も取り入れていて、とても良いと思います。どちらか

一方ではなく障がい者と障がいのない人の双方が歩み寄り、お互いに尊重

しあっていけるような計画を実行して欲しいです。 

 

障害者の方 

や家族 

     TEL 

近隣宅（      ） 

民生委員（     ） 

自治会役員(班長など) 

（     ） 

社会福祉協議会（  ）  

     

      TEL 

リハビリ職(    ) 

看護職（      ） 

薬剤師（      ） 

ヘルパー（     ） 

ケアマネ（     ） 

医師（       ） 


